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史
料
の
紹
介
回7

i
　
石
瀧
　
豊
美
盲

福
岡
表
替
聞
懐
旧
談
　
㊤

前
回
に
引
き
続
き
、
明
治
六

年
佐
賀
の
乱
当
時
の
福
岡
士
族

の
動
向
が
語
ら
れ
る
。
福
岡
士

族
は
佐
賀
の
乱
に
呼
応
す
る
陰

謀
を
隠
し
て
、
大
久
保
利
通
の

募
兵
に
応
じ
、
福
岡
貫
属
隊
を

結
成
し
て
三
瀬
峠
へ
と
出
兵
す

る
。
越
知
彦
四
郎
が
こ
の
計
画

に
積
極
的
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
消
極
的
な
式
部
小
四
郎
は

絶
望
し
て
犬
鳩
山
に
こ
も
っ
た

と
い
う
。
な
お
、
こ
の
時
戦
死

し
た
幾
島
徳
は
安
川
敬
一
郎
の

次
兄
で
あ
る
。

（
註
）
　
翻
刻
に
捺
し
、
句
読
点

を
付
し
、
濁
点
を
補
い
、

適
宜
段
落
を
設
け
た
。

本
文
中
の
　
（
　
）
は
底

本
の
ま
ま
で
あ
る
。
誤

字
、
脱
字
そ
の
他
、
石

瀧
に
よ
る
注
記
は
〔
　
）

で
く
く
っ
た
。
同
音
の

漢
字
を
通
用
し
た
場
合

は
詳
記
し
な
か
っ
た

（例　壮志〔壮士））。

◇

　

　

◇

明
治
丁
丑

福
岡
表
警
軸
懐
旧
駁
　
上

溝
漣
野
生
編
述

第
一
回
　
発
端
（
続
き
）

夫
等
の
兵
ハ
朝
命
を
負
ひ
て

討
手
と
し
て
差
向
ひ
し
も
、
頗

る
隣
好
の
情
実
あ
り
。
既
に
越

智
彦
四
郎
と
久
光
忍
太
郎
は
人

知
れ
ず
深
夜
に
乗
じ
て
三
つ
瀬

口
な
る
佐
賀
防
禦
隊
の
陣
営
に

赴
き
、
そ
の
隊
長
某
々
に
面
接

し
て
秘
密
の
談
話
を
交
換
せ
し

は
掩
ふ
可
か
ら
ざ
る
事
実
存
せ

し
な
り
。
然
る
に
我
先
鋒
江
上
が
隊
が

早
良
郡
飯
場
村
へ
宿
陣
せ
し
に

突
然
佐
賀
兵
に
夜
襲
せ
ら
れ
、

多
少
の
死
傷
を
起
す
。
斯
く
と

聞
く
よ
り
其
多
の
数
隊
は
激
憤

之
余
り
、
水
無
、
三
つ
瀬
の
険

路
に
於
て
数
回
の
激
闘
勇
戦
に

小
隊
長
生
〔
幾
〕
島
徳
は
奮
戦

し
て
之
に
死
す
。
遂
に
佐
賀
兵

を
授
討
し
て
以
て
戯
兎
の
効
を

奏
し
、
意
気
揚
々
福
岡
表
に
凱

旋
し
て
優
賞
之
に
及
ぶ
。

其
際
、
福
岡
の
侠
客
に
此
人

あ
り
と
聞
え
し
穂
波
半
太
郎
な

る
は
、
武
郎
、
越
智
等
と
は
其

所
論
を
異
に
し
、
大
久
保
参
議

に
信
認
せ
ら
れ
、
穂
波
の
雄
弁

達
才
、
権
謀
術
数
之
下
、
我
福

岡
士
族
を
し
て
隣
好
の
士
道
を

翻
し
、
朝
命
を
盾
に
し
佐
賀
士

族
を
攻
撃
せ
し
め
た
り
と
の
刺

声
は
当
時
の
巷
談
街
説
に
行
は

れ
し
程
な
り
け
り
。

去
れ
ば
武
郎
は
事
の
意
外
な

る
に
打
驚
き
、
長
大
息
し
て
語

ら
く
、
世
上
皆
昏
睡
す
。
他
日

自
ら
覚
醒
し
て
悟
る
こ
と
勿
れ

と
呼
び
、
快
々
と
し
て
其
身
は

山
裕
の
間
に
返
れ
去
れ
り
。
一

時
人
を
見
ざ
り
け
り
。
頓
て
佐

賀
の
乱
収
り
た
る
後
、
越
知
彦

四
郎
は
久
光
忍
太
郎
、
古
間
慎

吾
と
共
に
熊
本
表
に
赴
き
、
敬

神
党
加
屋
栄
太
、
阿
部
景
器
、

富
永
守
国
等
の
一
累
に
面
接
し

て
九
州
聯
合
し
て
政
府
へ
建
議

し
、
以
て
征
韓
論
を
挽
回
す
可

き
素
志
の
在
る
所
を
告
げ
し

に
、
彼
等
は
皆
以
て
夫
に
同
意

を
表
す
。
夫
れ
よ
り
鹿
児
島
表

に
到
り
て
和
田
八
之
進
、
川
端

伊
右
ヱ
門
を
訪
ひ
て
、
又
そ
の

談
に
及
ぶ
。
此
時
、
〔
島
津
〕
久

光
君
は
勅
使
之
下
向
あ
り
て
上

京
中
に
て
あ
り
し
な
り
。
和
田

等
の
所
論
た
る
や
、
今
日
の
処
、

仮
令
ひ
九
州
聯
合
を
以
て
建
議

す
れ
ば
と
て
到
底
宿
旨
の
寅
徹

す
可
き
見
込
あ
る
な
し
。
依
っ

て
暫
時
く
政
府
の
施
す
健
を
遵

守
す
る
よ
り
の
外
な
し
と
の
口

気
に
て
あ
り
し
な
り
。
又
其
際
、

西
郷
、
桶
野
等
の
議
論
は
別
に

深
さ
策
略
の
存
せ
し
も
の
な
る

か
、
言
古
建
議
等
は
全
く
無
用

な
り
。
無
駄
な
り
。
殊
に
彼
の

挙
兵
等
の
如
き
は
時
機
尚
早

し
。
尤
も
忌
講
す
べ
き
も
の
た

り
。
然
れ
ど
も
若
し
国
家
危
急

之
秋
に
至
り
な
は
、
我
々
は
一

死
以
て
尽
す
あ
る
べ
き
と
の
意

な
る
が
如
く
推
察
せ
ら
れ
け

り
。
元
来
西
郷
、
桶
野
等
は
維

新
の
元
勲
、
国
家
の
柱
石
と
景

仰
せ
ら
れ
し
こ
と
な
れ
ば
、
越

知
の
一
累
も
深
く
そ
れ
の
論
旨

の
在
る
所
に
感
服
し
っ
ゝ
力
め

て
そ
の
軽
蝶
を
卸
し
、
若
し
国
家

緩
急
の
場
合
に
は
、
誓
っ
て
一
死

を
倶
に
す
可
と
の
心
葵
を
約
し

て
翌
七
年
八
月
の
中
旬
の
頃
ま

で
鹿
児
島
表
に
滞
在
せ
し
な

り
○

夫
よ
り
福
岡
に
帰
り
て
后

も
、
川
越
庸
太
郎
、
松
本
俊
之

助
、
内
海
重
男
を
始
め
と
し
て

其
他
捨
金
名
の
少
壮
人
物
を
選

び
遊
学
と
し
て
差
遺
し
、
西
郷
、

桶
野
、
篠
原
等
の
紳
士
と
は
絶

え
ず
そ
の
音
信
を
通
脈
せ
し
事

を
知
ら
る
可
き
な
り
。
之
を
要

す
る
に
、
佐
賀
県
の
乱
後
、
我

福
岡
士
族
全
体
に
各
自
志
を
結

合
を
保
ち
来
り
て
、
依
り
て
以

て
他
日
事
を
為
す
可
き
準
備
を

整
ふ
。
そ
の
輿
望
の
帰
す
る
所

は
、
一
時
そ
の
長
を
不
破
豊

吉
（
旧
名
喜
多
村
撒
）
、
副
長
を

越
知
彦
四
郎
、
郡
利
と
し
、
参

謀
列
に
は
久
光
忍
太
郎
、
古
間

慎
吾
、
穂
波
半
太
郎
等
を
推
さ

れ
、
各
自
手
を
則
っ
て
先
づ
以

て
土
州
、
薩
州
、
長
州
（
前
原

の
一
累
）
　
へ
之
よ
り
行
き
て
交

渉
す
べ
き
こ
と
ゝ
な
り
、
土
州

へ
は
不
破
豊
吉
と
郡
利
が
推
さ

れ
し
も
、
郡
は
宿
病
あ
り
て
之

を
辞
す
。
そ
の
跡
は
桶
屋
等
が

之
に
代
る
。
不
破
、
福
屋
は
既

に
福
岡
を
発
途
な
せ
し
も
、
何

か
事
情
あ
り
て
高
知
表
迄
達
せ

ず
し
て
空
敷
く
途
中
よ
り
帰
り

来
り
し
事
実
も
存
せ
し
な
り
。

又
長
州
前
原
の
一
累
に
対
し
て

の
交
渉
は
穂
波
半
太
郎
、
同
地

に
赴
き
試
み
し
由
な
り
し
も
、

穂
波
の
所
見
と
前
原
の
宿
誌
は

旨
趣
抵
悟
し
て
契
合
す
る
こ
と

を
得
ず
。
是
又
空
し
く
帰
る
。

踵
で
頭
山
浦
、
箱
田
六
輔
等
の

一
累
が
赴
き
て
心
実
を
結
合
な

せ
し
な
り
。
薩
州
に
至
り
て
は
、

初
発
よ
り
越
知
、
古
間
の
一
累

が
担
任
し
て
盟
蕾
を
結
合
せ
し

こ
と
を
前
に
記
せ
し
如
く
知
ら

る
可
し
。
そ
の
際
、
一
方
に
は

一
到
社
の
組
織
な
り
て
時
事
に

応
じ
て
代
言
社
で
あ
り
、
始
め

の
社
長
に
は
尾
崎
環
、
副
長
に

は
郡
利
が
推
さ
れ
し
も
、
爾
後
、

尾
崎
は
辞
し
、
郡
は
福
岡
県
官

に
転
じ
、
其
他
の
一
累
権
藤
貞

〔
貫
〕
一
、
久
世
芳
麿
、
吉
田

輌
次
郎
、
古
間
慎
吾
、
青
柳
里

穂
、
大
庭
弘
、
清
原
強
助
等
は
、

福
岡
大
工
町
森
田
喜
平
次
が
家

屋
を
以
て
事
務
所
と
し
て
社
事

を
継
続
し
っ
＼
実
際
東
京
に

掘
起
せ
し
島
本
仲
通
（
土
州
人
）

が
北
国
〔
洲
〕
社
な
る
（
代
言
）

に
聯
経
を
通
じ
、
権
藤
賢
一
を

派
出
し
て
交
通
せ
し
め
し
事
実

も
存
せ
し
な
り
。
爾
来
渡
辺
県

令
は
一
到
社
に
多
人
数
集
合
す

る
を
大
に
苦
慮
し
、
遂
に
実
れ

夫
れ
離
散
策
を
取
り
、
先
づ
武

部
を
説
く
に
陸
軍
の
大
尉
位
よ

り
心
抱
致
し
く
れ
な
は
道
々
昇

進
さ
す
可
し
と
の
こ
と
立
到
に
、

は
ね
付
た
り
け
り
。
又
越
知
、

久
光
を
も
県
官
に
内
命
せ
し
も

同
口
等
は
ね
付
け
り
。
殊
に
同

志
内
決
す
る
に
は
、
却
て
諸
方

に
散
在
す
る
は
事
を
な
す
の
便

利
な
ら
ん
と
、
久
世
、
権
藤
ハ

郡
長
に
、
吉
田
は
教
員
に
、
平

岡
、
村
上
は
戸
長
に
、
青
柳
ハ

教
育
部
に
、
郡
、
大
庭
ハ
県
官

に
な
る
に
内
決
し
、
一
到
合
に

は
清
原
、
尾
形
残
り
て
代
言
の

試
験
を
受
け
、
一
到
合
を
福
岡

橋
口
町
に
移
し
毎
事
集
会
所
と

な
し
た
り
。

著
者
紹
介
　
昭
和
二
十
四
年
福

岡
市
柳
原
に
生
ま
れ
る
。
佐
賀

大
学
理
工
学
部
物
理
学
科
中

退
。
筑
紫
野
市
史
縞
さ
ん
室
勃

務
。
福
岡
教
育
大
学
講
師
（
非

常
勤
）
。
福
岡
県
地
域
史
研
究
所

研
究
員
。
福
岡
地
方
史
研
究
会
・

福
岡
部
落
史
研
究
会
・
明
治
維

新
史
学
会
に
所
属
。
近
代
政
治

史
専
攻
。
著
書
『
玄
洋
社
発
掘
』

（
西
日
本
新
聞
社
）
。
共
著
『
筑

前
竹
槍
一
揆
論
幸
福
岡
歴
史
探

検
も
　
（
い
ず
れ
も
海
鳥
社
）
、
他

に
ヨ
須
恵
町
議
」
「
志
免
町
誌
』

『
粕
屋
町
誌
」
な
ど
。


